
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党 

熊本市議会だより 

熊本市中央区手取本町１-１ 

発行：日本共産党熊本市議団 

ＮＯ．１３３９ 
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電話 ３２８－２６５６ 
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上野みえこ 

（中央区） 

いせり栄次 

（東区） 

みなさんの要望を事前にお寄せください 
みなさんのお住いの公営住宅（市営・県営）の室内、ならびに共有

部分、外回りなどで、改善が必要な場所はありませんか？   

下記の日程で、県市の住宅課へ、改善の要請行動を行います。 

快適に住むことのできる公営住宅へ、要望をお寄せください。 

＊締め切り： 10月 1３日（金）  

 右表に記入し、ＦＡＸ・電話等でお寄せください。 

調査の上、要請日に回答いただきます。  

また、それ以降になった場合は、当日会場に直接要望をお持ちくだ

さい。その場で要望し、後日回答となります。 

要望を提出された方は、ぜひご参加ください。 

【要望の提出先】 日本共産党熊本市議団 
 ☎ 096-328-2656  Fax 096-359-5047 

  メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 
 

氏名（          ）  連絡先（             ） 

住所・団地名・     区  （      ）団地  棟  号 

 

 

☆調査の結果を返しますので、氏名・連絡先・団地名は必ずご記入ください。 

◆戸別の要望・・・改善要望を具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

◆団地全体での要望・・・具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

【市営団地】 

日時：11月 14日（火）午後 1時 30分から 

場所：市役所議会棟 2階・予算決算委員会室 

【県営団地】 

日時：11月 15日（水）午後 1時 30分から 

集合：県庁 1階ロビーに、午後 1時 15分までに集合 

◆その他の要望をどうぞ！ 

 

 

 

 

 

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

（
き
り
と
り
） 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎建替え問題 全市民的論議を！ 

市民への説明責任・合意のない市役所建替えはストップを！ 
上野みえこ議員は一般質問で、市庁舎建替えの問題点を指摘しました。 「建替」方針も決まってないのに、ゼネコンの提案を募集 

賑わい創出と言いますが、 

桜町再開発～開業時 149店舗のうち 42店舗が撤退 
 

サウンディング調査とは？ 
事業検討での情報収集の手法で、

民間業者の提案提出で、事業効果や

民間の参入意欲等を調査するもの。 

 

 市長の方から「庁舎問題の審

議を凍結してほしい」と申し出

ながら、市長はその間、有識者

会議を設置し、建替えの検討を

すすめました。しかも、議会審

議が始まらない 5 月末に「建替 

日本共産党熊本市議会だより 2023 年 9 月 24 日号（№1339） 

初めから出来レースの「有識者会議」 

存在する耐震性能分科会の音声データや議事メモ 

あるものを公開しないで「建替えに納得せよ」は無理 

議会審議を凍結させ、建替検討をすすめた市長の暴走 

え方針」を表明しました。 

執行機関の長が議会審議を

ストップし、執行機関だけです

すめ、方針を決定するのは、二

元代表制本来の在り方に反す

る、市長の暴走です。 

建替えの出発点は「耐震性能

の不足」です。あるものを隠し

続け、一番肝心な耐震性能分科

会議事録が非公開では、市民は

建替えに到底納得できません。 

 

ヒアリングでの６人の意見は、

「建替える方向」「建替え前提」

でした。これでは、有識者会議

は始める前から建替える方向へ

と議論がすすむことは明らか、

市民を欺く出来レースです。 

 

上野みえこ議員の質問に、「庁舎

の民間一体整備は決まっていな

い」と答弁しましたが、議会や

市民が建替えに理解・納得して

いない中、この調査を実施する

こと自体、市民置き去りです。 

 

全市民を対象に 

校区ごとの説明会を！ 

「市長とドンドン語ろう」に

は、「市民の意見を聞かない」と、

不満続出です。今必要なことは、

全市民を対象に校区ごとの説明

会を開き、市民合意を前提にす

すめることです。 

 

で、民間一体の新たな開発が賑

わいに繋がるのか、疑問です。 

 

 

 

 

 

 

 

 熊本市が 8 月から 10 月にか

けて実施中の「サウンディング

型市場調査」は、庁舎建替えを

それだけに止めず、周辺地域と

一体のまちづくりを進めるため

の効果的な事業スキームやデベ

ロッパー・ゼネコンの参画意向

等を把握し、民間と一体整備の

検討へとすすめるものです。 

  

市長は、有識者会議設置で「予

断を持たず」に審議と表明しま

した。しかし、有識者会議設置

に先立つ半年前の専門家ヒアリ

ングで意見聴取した６人が、有

識者会議委員に就任しました。 

 

 2022 年 2 月 14 日の庁舎特別

委員会で政策企画課長が「耐震

性能分科会の議事メモ・音声デ

ータが取ってある」と答弁しま

した。しかし、未だ非公開です。 

 熊本市は、民間と一体になっ

た開発で「賑わい創出を」と言

いますが、市が 450 億円支出し

た桜町再開発は開業時の 149店

舗のうち 42 店舗、約３分の１

が撤退、「まちなか再生プロジェ

クト」適用物件でもフロアー全

体が空いたり、適用物件 6 件の

うち、全フロアーが利用されて

ているのは 3 件、半分です。 

新しいビルが空区画だらけ 

 


